
使用方法

保存方法

手指を石けん等で洗い、清潔なタオル等で水気を拭き取ってください。

注 射 の 準 備形 状

先端キャップ

ガラスシリンジ

フィンガーグリップ（白色）

ゴムキャップ

注射針キャップ

針基

封かんシール

保護カバー（透明）

プランジャー（白色）

格納筒（透明）

はりもと

1
フィンガーグリップ（白色の部分）
をしっかり握って固定し、先端
キャップ（封かんシール付）を
回してねじりながら引き抜き
ます。
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●気泡が外へ出にくい場合は、これを繰り
返してください。
多少の気泡が残っていても問題ありません。

添付されている注射針をしっ
かり取り付けます。

フィンガーグリップ（白色の部分）を
しっかり持って、保護カバー（透明の
部分）を回しながら取り外します。

注射器の先を上に向け横から軽く
指ではじき、空気を上に集めます。
次いで、プランジャー（白色）をゆ
っくり押し上げ、注射器内の空気を
抜いてください。この時、針先から
薬液が出る事を確認してください。
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6フィンガーグリップをしっかり
握って固定してください。ゴ
ムキャップ側を上にして、ゴム
キャップをゆっくり前後左右
にずらすようにして外します。
外した後は、ガラスシリンジの
先端には、さわらないでくだ
さい。

●ゴムキャップは衛生管理上固めに
取り付けてあります。
ゴムキャップを取り外す際に保護
カバー（透明の部分）を握ると、
カバーが外れることがあります。
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監 修 ： 大阪府済生会吹田病院 名誉院長  岡 上  武

医療関係者用

冷蔵庫内に食物などと区別して清潔に保存してください。
また、遮光し、凍結を避け、10℃以下で保存してください。
冷蔵庫内の保管場所によっては凍結することもありますので、冷風吹
き出し口付近など比較的低温となる場所には置かないでください。
薬剤を冷えたまま注射すると、痛みが増すことがありますので、投与
する少し前より冷蔵庫から出しておいてください。

注射の方法と投与回数は必ず主治医の指示に従ってください。
使用は1本につき1回限りとし、開封後は速やかにご使用ください。

スミフェロン注DSの取り扱い方法
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フィンガーグリップとプランジャーに指をかけて投与します。
注射の方法と投与回数は必ず主治医の指示に従ってください。

注射直前の注意

注 射 の 仕 方
投与終了後、注射針を投与部位

から外します。そのまま針先を人の

いる方向に向けないように注意し

て、さらにプランジャーを強く押し

てください。フィンガーグリップ

が後退して注射針が格納筒に引

き込まれます。

注射針が格納筒に完全に引き込

まれ、カチッと音がするまでプラ

ンジャーを強く押してください。

カチッと音がすると注射針が固定

されて格納操作は終了します。

注射針が格納筒に完全に引き

込まれていることを目で確認し、

その後注射針の周りに指を触れ

ないように注意して速やかに

廃棄してください。

投 与 直 後〈針の格納〉
（一ヵ所に集中しないように心がける）

1
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注意：格納筒部分（透明の部分）に指をかけると、スムーズな格納操作がで
きません。必ずフィンガーグリップに指をかけて投与してください。

注射する場所を消毒用アル

コール綿で広く拭きます。

注射器を水平に持ち注射針
キャップをひねらずまっすぐ
外します。
●注射針キャップをひねると針ごと
外れることがあります。また、
キャップを外すときの反動による
針刺し事故に注意してください。

プランジャーを少し引き、血

液が逆流しないことを確認し、

ゆっくり注射液を注入します。

注射し終えたら針を引き抜き、

注射した場所を消毒用アル

コール綿で軽くおさえます。

注射部位のまわりの皮膚を
親指と人差し指でつまみます。
注射器を、この部位に皮膚
面と約30～45°の角度で
素早く針をさします。

皮下注射皮下注射
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注射部位

神経、血管が少なく、皮膚表面の近いところで骨が
ない場所。
一般に上腕伸側、大腿前面がよく用いられます。

注射部位

スミフェロン注DSの取り扱い方法

使用後は分解・分別は絶対に行なわず、速やかに
廃棄してください。
投与後の注射器は、感染性廃棄物となります。一般の
廃棄物とは絶対に一緒にしないでください。
廃棄方法に関しましては、主治医の指示に従ってください。

使用後の注意上腕伸側

大腿前面

上腕部・上背部（せなか）

腹部・大腿上部
ふく だいたいじょうぶぶ

じょうわん ぶ

じょうわんしんそく

だいたいぜんめん

じょうはい ぶ


